
会議の名称

出  席  者

（仮称）世田谷区認知症とともに生きる希望条例（骨子案）につい
て

高齢福祉部

世田谷区立高齢者在宅復帰施設条例を廃止し、世田谷区立高齢者一
時生活援助施設とする条例案について

高齢福祉部

世田谷区環境基本計画（後期）案について 環境政策部

世田谷区公共建築物等における木材利用推進方針の策定について 環境政策部

備　　考

所  管  課

(会議録作成所管)

審議概要 2

【意見等】
・在宅復帰施設の利用状況や高齢者を取り巻く状況の変化を踏まえ、施設の位置づけの見直し
及び機能強化を図るため、現在の条例を廃止し、新たに高齢者一時生活援助施設とする条例案
を取りまとめたとの説明があった。
・条例案に、施設の設置目的に関する記載を反映させること。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

審議概要

【意見等】
・条例検討委員会やワークショップにおける議論や意見を基に、条例骨子案を取りまとめたと
の説明があった。
・区民にわかりやすい条例とするため、条例の文言について再度調整すること。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

政策経営部　政策企画課

※主管部課

1

会　議　録

令和２年１月１６日開催政策会議

開催日時
令和２年１月１６日（木曜日）　午前９時００分から　午前１１時５０分まで

審議概要 3

【意見等】
・グリーンインフラに関する記載について、一体的に見せられるよう工夫すること。
・「再生可能エネルギーを利用している区民の割合」の目標について、本文中にも記載するこ
と。
・「環境配慮行動をしている区民の割合」には、無回答者は含まれないことを明記するなど、
誤解を与えないよう適切な表記に修正すること。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

審議概要 4

【意見等】
・子どもの視点を取り入れるため、木材利用推進方針の基本的事項のなかに「玩具」を入れる
こと。
・木材利用推進方針策定の目的として、「地球温暖化が一因と考えられる気候変動による災害
対策の観点から、森林保全の必要性」に関しても記載すること。
・公共施設等総合管理計画との関連で、木材利用推進方針策定によってコスト増に繋がること
が懸念されるとの質問に対し、施設全体に木材を利用するというよりは、コスト面にも配慮
し、例えば施設の顔となる部分に木材利用するなどを想定しているとの回答があった。

【審議結果】
　付議事案を了承とする。

区長、宮崎副区長（欠席）、岡田副区長、教育長（欠席）、世田谷総合支所長、北沢総合支所長、
玉川総合支所長、砧総合支所長、烏山総合支所長、政策経営部長、総務部長、地域行政部長、区長
室長、生活文化部長、保健福祉部長、都市整備政策部長、会計管理者、教育次長、区議会事務局長
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